
上州の俳人姉妹 
羽鳥
は と り

一紅
い っ こ う

（1724～1795年） 

下仁田村（現、甘楽郡下仁田町）の石井治兵衛の二女で、高

崎の絹問屋羽鳥勘右衛門
か ん え も ん

(俳号麦舟をもつ名俳)の妻。建部
た け べ

綾
あや

足
たり

に学びました。天明三年（1783）浅間焼けの惨状を描いた『文月
ふみつき

浅間記
あ さ ま き

』は大いに評判となり、争って写されたために各地に写

本が遺されています。天明期を代表する文人・狂歌師の蜀
しょく

山人
さんじん

（大田南畝）は、「文月浅間記は上野高崎羽鳥氏の女子撰する

ところ、天実に才を生じて、才古今になし。」（文政８年（1825）

「仮名世説」）と評しています。 

松井素
そ

輪
りん

と親交が深く、素輪の追善句集に文章を寄せていま

す(松井家旧蔵文書 P01013 №580「追悼
ついとう

蓮
れん

の浮
うき

葉
ば

」ほか)。 

 

富永
と み な が

柳旨
り ゅ う し

（1712～1787年） 

富永家は、代々俳諧をたしなむ家でした。柳旨は、三代目富

永如白
じょはく

の妻で、四代目富永朔宇
さ く う

の母です。 

柳旨は、高崎町の羽鳥
は と り

一紅
いっこう

の姉とも言われています。詳細は

不明ですが、一紅の著作である俳文紀行『くさまくら』(土屋喜
つ ち や き

英
えい

家文書 P1103 №462)には、一紅が故郷の下仁田村から善光

寺へ参詣した旅路に、柳旨が同行者として登場しています。こ

うした女性俳人の活躍が、上州における文芸の興隆
こうりゅう

に大きな影

響を与えました。 


